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議
案
第
57
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
29
年
度
檜
原
村
一
般

会
計
補
正
予
算
第
３
次
）

（
説
明
）

　

平
成
29
年
９
月
の
衆
議
院
の
解
散

に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
選
挙
を
執
行

す
る
た
め
、
一
般
会
計
予
算
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
58
号

檜
原
村
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
説
明
）

　

檜
原
村
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
を
0.1
个
月
引
き
上
げ
る
た
め

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
59
号

檜
原
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
説
明
）

　

檜
原
村
特
別
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
を
0.1
个
月
引
き
上
げ
る
た
め

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

※
特
別
職
員
と
は
村
長
、副
村
長
、

教
育
長
を
示
し
ま
す
。

議
案
第
60
号

檜
原
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
説
明
）

　

職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

0.1
个
月
引
き
上
げ
る
た
め
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
61
号

檜
原
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
清
水

正
治
氏
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
62
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

（
説
明
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
新
た
に
髙
取
弥
三
郎
氏
を
委
員
に

推
薦
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
63
号

檜
原
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
64
号

檜
原
村
福
祉
作
業
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
議
案
第
65
号

檜
原
村
児
童
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

議
案
第
66
号

檜
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て（
説
明
）

　

議
案
第
63
号
か
ら
66
号
は
、「
社

会
福
祉
法
人
檜
原
村
社
会
福
祉
協
議

会
」
を
引
き
続
き
該
当
施
設
の
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
67
号

檜
原
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

檜
原
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
に
「
一
般
社
団
法
人
檜
原

村
観
光
協
会
」
を
引
き
続
き
指
定
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
68
号

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
数
馬
の
湯
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
数
馬
の
湯
の

指
定
管
理
者
に
「
株
式
会
社
数
馬
観

光
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
引
き
続

き
指
定
す
る
も
の
で
す
。

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
の
施

設
の
管
理
運
営
を
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
村
の
指

定
を
受
け
た
「
指
定
管
理
者
」
が

管
理
を
代
行
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
他

平成２９年第４回定例会
１１月２７日～１２月１１日の１５日間、開催し、村長提出案件２０件が

提出され、すべてが原案どおり可決されました。

このようなことを審議いたしました

専
決
処
分

条
　
　
例

人
　
　
事
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議
案
第
69
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
次
）

（
説
明
）

　

補
正
額
７
千
251
万
１
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
38
億
２
千
171
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
70
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

事
業
勘
定
（
第
２
次
）

診
療
施
設
勘
定
（
第
３
次
）

（
説
明
）

事
業
勘
定

　

補
正
額
53
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
４
億
４
千
683
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

診
療
施
設
勘
定

　

補
正
額
434
万
６
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
２
億
１
千
954
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
71
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）

（
説
明
）

　

補
正
額
339
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
２
億
５
千
698
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
72
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
東
京
都
都
民
の

森
管
理
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
次
）

（
説
明
）

　

予
算
科
目
間
の
金
額
調
整
の
み
を

行
い
、総
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
73
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）

（
説
明
）

　

予
算
科
目
間
の
金
額
調
整
の
み
を

行
い
、総
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
74
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）

（
説
明
）

　

補
正
額
５
千
633
万
９
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
５
億
９
千
２
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
75
号

や
す
ら
ぎ
の
里
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
設
置
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

（
説
明
）

　

契
約
金
額
１
億
４
千
774
万
４
千
円

を
１
億
４
千
824
万
９
千
440
円
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
76
号

村
営
住
宅
用
地
造
成
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

上
元
郷
地
区
の
村
営
住
宅
用
地
造

成
工
事
の
契
約
金
額
７
千
95
万
６
千

円
を
７
千
545
万
５
千
200
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算

議会だよりに「声」をお寄せください
　お気軽にご意見・ご要望をお聞かせ下さい。お寄せいただいた意見は

全議員に配布し、今後の議会運営の参考にさせていただきます。

お問い合わせは、議会だより編集委員会へ

　TEL ５９８－１１２８　FAX ５９８－１００９
　Email:gikai@vill.hinohara.tokyo.jp

契
　
　
約
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平成２９年第４回定例会で審議された議案と議決結果
議長　森田ちづよ　　

区分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8 9
議
決
結
果

清
水
　
兵
庫

吉
川
　
　
洋

山
嵜
　
源
重

浜
中
　
由
造

中
村
　
賢
次

峰
岸
　
　
茂

山
口
　
和
彦

清
水
　
満
男

専
決

処
分 第 57号 専決処分の承認を求めることについて（平成 29 年

度檜原村一般会計補正予算第３次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

条
　
　
例

第 58号 檜原村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 59 号 檜原村特別職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 60 号 檜原村職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

人
　
事

第 61号 檜原村固定資産評価審査委員会委員の選任につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

第 62 号 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適　任

そ
の
他

第 63 号 檜原村ふれあいセンターの指定管理者の指定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 64号 檜原村福祉作業所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 65号 檜原村児童館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 66号 檜原村高齢者在宅サービスセンターの指定管理者
の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 67号 檜原村地域交流センターの指定管理者の指定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 68号 檜原温泉センター数馬の湯の指定管理者の指定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

補
　
正
　
予
　
算

第 69 号 平成 29 年度檜原村一般会計補正予算（第４次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 70 号 平成 29 年度檜原村国民健康保険特別会計補正予
算（事業勘定第２次、診療施設勘定第３次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 71号 平成２９年度檜原村簡易水道特別会計補正予算（第
２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 72 号 平成 29 年度檜原村東京都都民の森管理運営事業
特別会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 73 号 平成 29 年度檜原村下水道事業特別会計補正予算
（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 74号 平成 29 年度檜原村介護保険特別会計補正予算（第
２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

契
約

第 75号 やすらぎの里木質バイオマスボイラー設置工事請負
契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 76号 村営住宅用地造成工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

（全ての議案が全会一致で賛成となりました）

議　　員　　名

議席番号
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総
務
委
員
会
報
告

　

総
務
委
員
会
は
12
月
４
日
に
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
１
件
の

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
ま
び
こ

　

新
路
線　
　

泉
沢
・
日
向
線

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
ま
び
こ
は
、
地

域
と
路
線
バ
ス
を
つ
な
ぎ
、
路
線
バ

ス
の
フ
ィ
ダ
ー
（
支
線
）
交
通
シ
ス

テ
ム
と
し
て
運
行
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
路
線
バ
ス
の
発
車
・
到

着
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
運
行
し
ま

す
。

　

檜
原
村
で
は
既
に
、
藤
倉
線
、
神

戸
線
、
笛
吹
・
上
平
線
の
３
路
線
を

運
行
し
て
お
り
、
新
た
に
泉
沢
・
日

向
線
の
実
証
運
行
を
平
成
29
年
12
月

14
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
当
日
は
、
泉
沢
・
日
向
線

の
運
行
ル
ー
ト
を
車
で
走
り
、
現
地

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

泉
沢
地
区
は
最
寄
の
バ
ス
停
か
ら

約
1.5
㎞
の
坂
道
が
続
き
、
日
向
地
域

で
も
坂
の
上
り
下
り
が
約
1.0
㎞
続
き

ま
す
。
そ
の
た
め
小
・
中
学
生
や
高

齢
者
が
移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど

の
地
域
の
住
民
の
利
便
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

委
員
長　

山
口　

和
彦

産
業
建
設
委
員
会
報
告

　

産
業
建
設
委
員
会
は
12
月
５
日
に

開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
１

件
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
地
内

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
林

　

檜
原
村
で
は
、
平
成
24
年
に
「
ふ

る
さ
と
の
森
」
の
一
部
（
17.5 

ha
）
で

森
林
管
理
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
制
度
は
世
界
規
模
で

森
林
認
証
を
行
う
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管

理
協
議
会
）
が
運
営
す
る
国
際
的
な

制
度
で
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
認
証
制
度
は
、
適
切
な

森
林
管
理
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認

証
す
る
「
森
林
管
理
認
証
」
と
管
理

認
証
を
受
け
た
森
林
か
ら
木
材
・
木

材
製
品
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る

「
加
工
・
流
通
過
程
の
管
理
認
証
」

の
２
種
類
の
認
証
制
度
か
ら
な
り
ま

す
。

　

現
在
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
と
な
っ

て
い
る
地
域
は
、
畑
や
雑
木
林
、
採

石
場
な
ど
で
し
た
が
、
採
石
場
が
廃

止
さ
れ
て
か
ら
は
、「
ふ
る
さ
と
の

森
」
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
長
期
に

わ
た
り
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

村
よ
り
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、

①
森
を
適
切
な
手
入
れ
に
よ
っ
て
、

村
の
原
風
景
で
あ
る
、
利
用
さ
れ
、

維
持
さ
れ
る
落
葉
広
葉
樹
か
ら
な
る

雑
木
林
に
蘇
ら
せ
、
人
工
林
の
環
境

も
向
上
さ
せ
る
こ
と

②
村
内
外
の
住
民
や
学
校
な
ど
が
協

働
で
森
造
り
に
参
加
し
、
森
を
守
っ

て
い
く
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と

　

な
ど
を
目
指
し
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長　

峰
岸　
　

茂

各
委
員
会
報
告

泉沢地区の終点で説明を受ける委員

ふるさとの森
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質
問　

村
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

に
基
づ
く
区
域
指
定
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

①
現
時
点
に
お
け
る
村
の
区
域
指
定

の
状
況
に
つ
い
て
。

②
今
後
、
区
域
指
定
の
変
更
は
あ
る

の
か
。

③
区
域
指
定
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、

住
宅
等
の
補
強
に
対
す
る
支
援
が
出

来
な
い
か
。

村
長　

①
東
京
都
に
は
、
指
定
を
保

留
す
る
と
の
回
答
を
し
、
特
別
警
戒

区
域
で
は
な
く
警
戒
区
域
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
。

②
区
域
指
定
の
変
更
に
関
し
て
は
前

向
き
に
対
処
し
た
い
。

③
区
域
指
定
の
変
更
に
よ
る
負
担
増

に
つい
て
は
、村
で
支
援
を
行
い
た
い
。

質
問　

①
村
で
は
警
戒
区
域
に
ど
の

様
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
民
家
が
沢
沿
い
に
あ
る
地
区
の
区

域
指
定
に
つ
い
て
は
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。

③
特
別
計
画
区
域
に
指
定
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
度
の
も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

①
平
成
27
年
度
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
る
。
危
険
と
思
わ
れ
る
所
に
は

電
話
連
絡
し
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
る
。

②
警
戒
区
域
と
特
別
警
戒
区
域
を
明

示
し
、
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
。

③
特
別
警
戒
区
域
内
の
住
居
の
増
改

築
、
新
築
の
際
は
、
住
民
の
負
担
が

増
え
な
い
よ
う
な
支
援
に
つ
い
て
の

要
綱
等
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

農
地
の
売
買
は
農
地
法
で
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
農
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
村

の
考
え
は

②
農
地
取
得
の
際
の
下
限
面
積
要
件

の
緩
和
を

村
長　

①
検
討
委
員
会
な
ど
の
設
置

も
視
野
に
入
れ
、
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
。

②
現
在
の
村
の
下
限
面
積
は
10
ア
ー

ル
以
上
。
農
地
法
施
行
規
則
で
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
は
、
任

意
の
面
積
で
定
め
ら
れ
る
と
し
て
い

る
の
で
、
下
限
面
積
要
件
の
緩
和
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

①
検
討
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
や
検
討
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
下
限
面
積
10
ア
ー
ル
（
約
300
坪
）

を
１
ア
ー
ル
（
約
30
坪
）
ぐ
ら
い
ま

で
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

産
業
環
境
課
長　

①
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
農
業
推
進
協
議
会
、
林
業
従
事

者
、
村
民
の
代
表
、
農
協
、
空
き
家

対
策
関
係
者
等
を
想
定
。
検
討
内
容

は
、
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
、
獣
害

対
策
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
で
あ
る
。

②
下
限
面
積
の
緩
和
に
よ
り
農
地
の

取
得
が
容
易
に
で
き
る
。
ま
た
、
空

き
家
と
の
セ
ッ
ト
で
農
地
を
取
得
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
移
住
支
援
に
も
繋
が
る
。
検
討

委
員
会
で
協
議
を
い
た
だ
き
、
下
限

面
積
の
緩
和
が
図
れ
れ
ば
と
担
当
課

で
は
考
え
る
。

登壇８人 村政を問う
１２月議会の一般質問は１１月２７日に行われました。１２月議会の一般質問は１１月２７日に行われました。１２月議会の一般質問は１１月２７日に行われました。
内容は、要約して受付順に掲載しています。内容は、要約して受付順に掲載しています。内容は、要約して受付順に掲載しています。

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

議員

峰
岸
　
　
茂

耕作放棄地・農地の
　　有効活用について

農地の取得が進むよう下限面積
の緩和を検討する

議員

清
水
　
満
男

安全・安心村づくりの
ための支援について

区域指定の変更による負担増に
ついては村で支援を行いたい
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質
問　

①
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
製
造
事

業
関
連
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
施
策
展

開
で
の
行
政
の
人
的
対
応
は

村
長　

①
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業
者
を

決
定
し
、
11
月
30
日
が
事
業
委
託
の

工
期
の
た
め
、
報
告
書
の
提
出
を

待
っ
て
い
る
。

②
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
、生
産
量
、

生
産
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

来
年
度
は
運
営
方
法
、
工
場
建
設
に

向
け
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

①
村
が
把
握
し
て
い
る
委
託

事
業
の
個
別
事
項
に
お
け
る
事
業
成

立
条
件
と
別
事
業
へ
の
活
用
に
つ
い

て
、
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

②
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
持
つ
専
門

家
を
、
本
事
業
の
統
括
責
任
者
と
し

て
雇
い
上
げ
、
作
業
の
中
心
を
担
わ

せ
、
行
政
が
連
携
し
、
事
業
遂
行
を

し
て
行
く
の
が
望
ま
し
い
と
思
う

が
。

企
画
財
政
課
長　

①
事
業
と
し
て
安

定
的
に
継
続
さ
せ
て
い
く
事
、
通
年

で
営
業
し
て
い
く
事
を
前
提
に
調
査

し
て
い
る
。

②
条
例
整
備
等
含
め
て
検
討
す
る
。

質
問　

農
業
系
の
大
学
と
の
連
携
や

広
告
代
理
店
を
関
与
さ
せ
て
は
。

企
画
財
政
課
長　

今
後
の
事
業
展
開

に
取
り
入
れ
た
い
。

質
問　

住
民
に
身
近
で
地
域
に
密
着

し
た
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
緊

急
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
備
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
村
内
避
難
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
村
の

考
え
は
。

②
自
治
会
が
設
置
主
体
と
な
り
、
自

治
会
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
設
置
・
維
持
管
理
に
関

す
る
補
助
制
度
を
創
設
で
き
な
い

か
。

村
長　

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
い
時

の
持
ち
出
し
が
課
題
で
あ
る
の
で
、

設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。

②
自
治
会
長
を
通
じ
そ
の
意
向
を
確

認
し
、
設
置
の
要
望
が
あ
れ
ば
村
と

し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
盗
難
等
を
ふ
く

め
た
屋
外
設
置
に
向
け
て
の
環
境
は

様
々
な
方
面
で
進
ん
で
い
る
。
各
避

難
所
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
形
で

の
設
置
が
出
来
な
い
か
。

②
自
治
会
管
理
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ

い
て
、
自
治
会
負
担
を
少
な
く
し
、

よ
り
多
く
の
地
域
に
設
置
で
き
る
制

度
の
創
設
が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

①
避
難
所
へ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
、
管
理
方
法
、

財
源
等
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

②
各
自
治
会
の
意
向
を
調
査
、
問
い

合
わ
せ
を
し
、
設
置
希
望
が
あ
れ
ば

各
種
助
成
、
補
助
金
等
の
活
用
や
費

用
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議員

山
口
　
和
彦

じゃがいも焼酎製造事業立ち
上げに外部人材の活用を

農業系の大学や広告代理店を
事業展開に取り入れたい

議員

浜
中
　
由
造

地域に密着した施設への
ＡＥＤの設置について

設置について検討していきたい
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質
問　

①
郷
土
芸
能
の
保
存
・
継
承

に
関
す
る
村
行
政
の
考
え
方
と
現
在

の
展
開
状
況
に
つ
い
て
。

②
将
来
に
わ
た
る
村
郷
土
芸
能
の
保

存
・
継
承
の
た
め
、
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

①
檜
原
村
の
伝
統
・
文
化

を
活
か
し
た
郷
土
芸
能
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
必
要
な
保
存
・
継
承
の

た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

②
必
要
と
さ
れ
る
補
助
金
制
度
等
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
・
検

討
し
た
い
。

質
問　

檜
原
村
の
お
祭
り
は
皆
伝
統

が
あ
り
、
地
域
の
絆
を
強
め
、
人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
伝
統

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
東

京
都
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
団
体
で
あ
っ
て
も
、
村
独
自
の

補
助
制
度
の
創
設
が
で
き
な
い
か
。

教
育
課
長　

今
あ
る
補
助
金
制
度
の

充
実
に
向
け
、
研
究
・
検
討
を
し
た

い
。

　

地
域
の
郷
土
芸
能
を
檜
原
村
文
化

財
へ
の
指
定
を
推
奨
し
、
継
承
者
の

育
成
や
周
辺
環
境
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
村
の
指
定
文
化

財
に
な
っ
た
郷
土
芸
能
が
継
承
者
の

育
成
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に

も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

①
檜
原
村
は
、
結
果
的
に
人

口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
人
口

問
題
の
政
策
で
村
営
住
宅
を
つ
く
る

こ
と
に
反
対
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ

空
家
と
か
、
古
民
家
に
一
定
の
景
観

を
考
慮
し
た
上
で
更
な
る
助
成
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
か
。

②
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
寒
い
日
、
雨
の

日
、
雪
の
日
も
乗
り
換
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
こ
の
際
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
無
料
に
し
て
武
蔵
五
日
市
駅
ま

で
運
行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
檜
原
は
東
京
の

唯
一
の
村
で
あ
る
が
、
交
通
の
利
便

性
が
す
ご
く
い
い
の
で
、
移
り
住
も

う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
人
が
出
て
く

る
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
効
果
も
考
え

る
と
、
た
だ
単
に
バ
ス
の
運
行
費
用

の
問
題
で
は
な
い
が
、
ど
う
か
。

村
長　

①
村
営
住
宅
を
整
備
し
た
こ

と
に
よ
り
社
会
動
態
で
の
人
口
減
少

の
幅
を
低
く
抑
え
て
き
た
。

②
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や
交
通

不
便
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

企
画
財
政
課
長　

①
空
き
家
に
つ
い

て
来
年
度
の
予
算
に
向
け
て
実
情
に

あ
っ
た
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
補
助

に
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

②
デ
マ
ン
ド
の
無
料
化
等
に
つ
い
て

は
課
題
が
多
い
の
で
地
域
公
共
交
通

会
議
の
意
見
も
聞
い
て
い
き
た
い
。

檜
原
風
穴
の
教
育
的
・
文
化

的
価
値
と
そ
の
保
存
に
つ
い
て

価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
、
保
存

も
考
え
て
い
き
た
い

質
問　

①
檜
原
風
穴
を
村
の
文
化
遺

産
と
し
て
未
来
に
残
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
教
育
長
は
、
檜
原
風
穴
の
教

育
的
・
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
地
質
学
や
風
穴
の
専
門
家
は
、
東

京
で
唯
一
現
存
す
る
風
穴
と
し
て
檜

原
風
穴
を
学
問
的
に
も
、
ま
た
文
化

や
産
業
遺
産
と
し
て
も
高
く
評
価
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
い
ず
れ
崩
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
檜
原
風
穴
の
保
存
に
つ

い
て
、
教
育
長
の
考
え
方
は
。

教
育
長　

①
檜
原
風
穴
と
は
柏
木
野

地
区
に
あ
り
、
蚕
種
を
貯
蔵
す
る
た

め
の
ム
ロ
跡
、
俗
に
石
室
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る

が
、
自
然
を
活
か
し
た
一
定
の
価
値

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
文

化
財
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

②
檜
原
風
穴
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

確
か
に
こ
の
ま
ま
で
は
崩
落
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、

議員

吉
川
　
　
洋

人口問題、交通機関、観光開発
について村長の政治姿勢を問う

村営住宅や空家の整備、
交通機関の活性化を図っている

議員

中
村
　
賢
次

郷土芸能の保存・継承を目
的とした更なる行政支援を

今ある補助制度の充実に向け、
研究・検討していきたい



ひのはら議会だより

ひのはら 議会だより
No.152 　　2018. 2. 19

私
有
地
で
あ
る
た
め
、
所
有
者
か
ら

の
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。
村
の
文
化
財
へ
の
指

定
手
続
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
自
身

か
ら
村
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

①
南
秋
川
水
系
基
本
設
計
業

務
委
託
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
。

②
今
後
の
南
秋
川
水
系
の
施
設
更
新

計
画
、
内
容
及
び
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。

村
長　

①
南
秋
川
浄
水
場
の
水
質
に

適
合
し
た
浄
水
フ
ロ
ー
の
検
討
、
浄

水
場
内
の
配
置
計
画
、
管
路
更
新
の

基
本
計
画
及
び
浄
水
場
施
設
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
劣
化
調
査
等
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断

結
果
が
良
好
な
場
合
、
基
幹
管
路
の

更
新
を
進
め
、
そ
の
後
、
浄
水
場
施

設
の
更
新
を
行
う
。

②
平
成
30
年
度
に
耐
震
診
断
を
行

い
、
結
果
に
問
題
が
な
け
れ
ば
管
路

更
新
を
平
成
31
年
度
か
ら
18
年
計
画

で
事
業
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

質
問　

南
秋
川
水
系
の
管
路
更
新
の

費
用
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

産
業
環
境
課
長　

概
算
総
額
で
19
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る

質
問　

今
後
、
水
道
事
業
は
後
年
度

負
担
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

東
京
都
へ
一
元
化
に
向
け
た
方
向
で

運
動
を
す
る
べ
き
で
は
。

産
業
環
境
課
長　

町
村
会
を
通
じ
東

京
都
へ
都
営
水
道
一
元
化
を
実
現
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
都
営
水
道
一
元
化
に

向
け
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

村
は
特
区
の
認
可
に
よ
り

「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」
の
製
造
が
可

能
と
聞
く
。
商
品
化
ま
で
の
行
程
に

お
い
て
、
原
料
で
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
安
定
し
た
量
の
確
保
と
、
い
か
に

品
質
を
落
と
さ
ず
に
保
存
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
焼
酎
製
造
は
、
ど
の
よ
う
な
実
施

計
画
か
。

②
原
料
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
量
産
と
、

品
質
保
持
し
て
い
く
た
め
の
保
存
方

法
は
。

③
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
安
定
し
た
量
の
確

保
の
た
め
に
、
生
産
者
に
一
定
の
補

償
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

④
Ｊ
Ａ
な
ど
の
専
門
家
と
協
力
し
、

農
業
指
導
を
行
い
、
各
自
治
会
に
生

産
団
体
を
作
れ
な
い
か
。

村
長　

①
事
業
は
継
続
的
に
行
い
、

採
算
面
と
雇
用
の
場
と
な
る
よ
う
運

営
方
法
と
安
定
的
な
原
材
料
の
確

保
、
販
路
等
を
重
視
し
て
事
業
化
を

計
画
す
る
。

②
焼
酎
製
造
は
、
数
量
や
品
質
保
持

の
方
策
を
検
討
す
る
。

③
農
家
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
、一
定
の
供
給
は
図
れ
て
い
る
が
、

今
後
ど
れ
だ
け
の
生
産
で
安
定
供
給

や
採
算
ベ
ー
ス
に
つ
な
が
る
か
、
ま

た
、
補
償
制
度
に
つ
い
て
も
調
査
・

研
究
す
る
。

④
Ｊ
Ａ
秋
川
の
農
業
指
導
に
よ
り
、

収
量
の
増
加
と
そ
う
か
病
の
発
生
抑

制
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
る
。今
後
、

さ
ら
に
Ｊ
Ａ
秋
川
と
連
携
し
安
定
供

給
を
図
る
。

議員

清
水
　
兵
庫

焼酎製造とそれに伴う原料の
ジャガイモの量産について

ＪＡと連携し安定確保を図る

議員

山
嵜
　
源
重

南秋川水系の
水道設備更新について

平成 31 年度から 18 年計画で事
業を実施したい
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今
回
は
時
節
柄
２
月
３
日

の
節
分
と
２
月
９
日
か
ら
始

ま
る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

先
ず
、
節
分
と
は
「
季
節

を
分
け
る
」
こ
と
を
意
味
し

て
い
て
、
立
春
、
立
夏
、
立

秋
、
立
冬
の
前
日
を
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
以

降
は
特
に
立
春
の
前
日
を
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
500
年
以
上
前
の
大

日
本
古
記
録
に
は
「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
い
う
記
述

が
あ
り
、
豆
を
撒
く
の
は

「
魔マ

メ滅
」
に
通
じ
る
の
で
、

鬼
に
ぶ
つ
け
て
邪
気
を
払
う

こ
と
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
今
年
は
更
な

る
福
が
訪
れ
る
と
良
い
で
す

ね
。

　

さ
て
、
２
月
９
日
か
ら
は

第
23
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
韓
国
の
平
昌
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

や
愛
国
心
を
煽
る
よ
り
は
、

こ
れ
を
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
国
際
平
和
を
希
求
す

る
場
に
な
っ
て
く
れ
る
と
良

い
で
す
ね
。

　

末
筆
な
が
ら
寒
さ
厳
し
き

折
、
編
集
委
員
一
同
、
皆
様

の
御
健
勝
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。

（
吉
川
）

委
員
長　

浜
中　

由
造

副
委
員
長　

清
水　

兵
庫

委　
　

員　

吉
川　
　

洋

〃　
　

山
口　

和
彦

編
　
集
　
後
　
記
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